競　技　科　目
1部 足跡追及の部（１－S）　　日本訓練チャンピオン科目に準じて行う。
1部 臭気選別の部（１－A）　　但し、一部変更、省略することがある。
2部 足跡追求の部（２－Ｓ）　　
（服従作業）　３部服従作業と同じ要領で実施する 。

（追及作業） コースは全長１５０歩で２屈折の３直線で指導手の足跡とする。
（注）紐の使用は任意とするが、使用する場合は紐の長さを約１０ｍとし、紐の末端を持って追従しても良いが、紐の一部が必ず地面に接していることが必要である。紐を使用しない場合は約１０ｍ後を追及する。

２部　臭気選別の部　（２－Ａ）

（服従作業）３部服従作業と同じ要領にて実施する。

（選別作業）出発点から距離約１０ｍ前方の地点に、選別台を横位置に配置する。選別台に置く選別物品は、本臭（注：指導手の直付臭）を付けた選別物品１点を誘惑臭（注：同一人の第三者の直付臭）を付けた選別物品４点とする。
2部　警戒の部（２－Ｂ）

（服従作業）３部服従作業と同じ要領にて実施する。

（警戒作業）１．襲撃
指定された地点で犬を紐付きで待機させ、審査員の指示により、仮想犯人が片袖防禦衣を付け約３ｍの距離を保って犬に対し威嚇動作を示す。（この時指導手は犬を鼓舞する動作をしても良い）審査員の指示により、犬に「襲え」の命令をかけ、犬と共に仮想犯人に向かって進み、紐を緩めるか、又は、放して、襲撃、咬捕させる。
２．中止

犬が仮想犯人を完全に咬捕したら、審査員の指示により、犬に「止め」の命令をかけ、直ちに咬補を中止させ、伏臥の姿勢をとらせる。
３．監守態度

犬が伏臥したら、審査員の指示により、犬に「守れ」の命令をかけ、仮想犯人を暫時監守させ、審査員の指示により、その場に犬を脚側客測定座させ終了とする。

3部 服従の部（３－O）
Ⅰ．紐無脚側行進　紐無しで全50歩（25歩･15歩･10歩）クランク形コースを脚側行進する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚側行進は往復とし、往路は常歩（約30歩）緩歩（約10歩）常歩（約10歩）とし、復路は全て速歩とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出発点で脚側停座させ、審査員の指示により、常歩にて脚側行進で前進し、第一屈折後約5歩にて緩歩となり、約10歩にて第二屈折後再び常歩に戻し、終点で右回りして折り返し、そのまま止まらずに速歩にて出発点に戻り、向きを変え、脚側停座させる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　声視符は、出発、屈折、回転、速度の変化、停止等で、各々１回とする。紐は、出発点で脚側停座させてから外し、指導手の肩か首に掛ける。
Ⅱ．停座及び招呼　出発点で脚側停座させ、審査員の指示により、常歩にて脚側行進で前進し、約10歩前進した地点で犬に停座を命ずる。命ずる際には、指導手は歩度を変えることなく停座を命じ（声符と視符を併用して良い）指導手のみ常歩で約15歩前進し、回れ右をして犬と対面する。審査員の指示により犬を招呼し、犬を直前に来たら対面停座させ、審査員の指示により、脚側停座させる。その際、犬は指導手の後を回っても、直接左脚側についても良い。

Ⅲ．伏臥及び招呼　実施要領等は、「停座及び招呼」に準ずるが、停座の動作を伏臥に変える。
Ⅳ．立止　　　　　出発点で脚側停座させ、審査員の指示により、常歩にて脚側行進で前進し、約10歩前進した地点で犬に立止を命ずる。命ずる際には、指導手は歩度を変えることなく立止を命じ(声符と視符を併用して良い)指導手のみ常歩で約15歩前進した地点で回れ右をして折り返し、常歩で犬の元に戻り、立止している犬の後を回りその右側に立ち、審査員の指示により、脚側停座させる。

Ⅴ．物品持来　　出発点で脚側停座させて、審査員の指示により、重さ100g以上の木製のダンベルを前方７ｍ以上に投げ、ダンベルを持来させる。犬がダンベルを持来したら、対面停座させ、審査員の指示により、正面で受け取り、審査員の指示により脚側停座させる。その際、犬が指導手の後を回っても、直接脚側に付いてもよい。
Ⅵ．障害飛越　　 障害物は約80ｃｍとし飛越は片道とする。障害から任意の地点で停座させ、審査員の指示により、犬のみ出発させた後、立止を命ずる。犬が完全に停止したら、審査員の指示により、指導手は犬のもとに至り、その右側に立ち、審査員の指示により、脚側停座させる。

4部　服従の部（４－G１）　警察犬種及び警察犬種外
Ⅰ．紐付脚側行進　犬に紐を付け全50歩（25歩・15歩・10歩）のクランク形のコースを脚側行進する。脚側行進は往復とし、往路は常歩で、復路は速歩とする。指導手は、出発点で脚側停座させ、審査員の指示により紐を持ち常歩で出発し、終点において右回りで回転して折り返し、そのまま止まらずに速歩で出発点に戻り、向きを変え脚側停座させる。声視符は、出発・屈折・回転・停座等で各々１回とする。

Ⅱ．紐付立止　　　指示された地点で犬に紐を付けたまま立止させ、紐の端末を持ち、審査員の指示により、犬を中心にその周囲を右回り左回りとで各１回まわり（その間犬は静かに立止している）審査員の指示により、脚側停座させる。

Ⅲ．紐無脚側行進　紐無しで、「紐付脚側行進」と同じコースと同じ要領で脚側行進をする。

Ⅳ．停座及び招呼　出発点で脚側停座させ、審査員の指示により、指導手だけ常歩で約10歩前進し、回れ右をして犬と対面し、審査員の指示により犬を招呼する。犬が直前に来たら対面停座させ、審査員の指示により脚側停座させる。その際、犬は指導手の後を回っても、直接左脚側についてもよい。

　　　　　※　３部、４部の休止は、行わない。
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宿泊の方は各自お申し込み下さい。
会場　宮崎市大瀬町大淀川市民緑地
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